
参考 ２ 

他市町村における先進的な取り組み 

 

Ｐ１ 三条市地域見守りサービス  新潟県三条市 【実施主体 市・市社協】 

国の地域福祉推進のモデル事業として、市と市社協が連携して、一つの中学校区において一人暮らし高齢者等へ

の見守り支援と買い物支援を行う。 

市民意識     → 助け合い意識の希薄化に起因する見守り支援 

多様化するニーズ → 高齢者の買物支援 

 

 

Ｐ３ 町会とボランティアとの協働  横浜市鶴見区平安町 【実施主体 町会・ボランティア団体】 

従来の町会組織と他の地域からのボランティア団体で組織された「平安町福祉賛助会」が協働して地域福祉活動

を展開し、特に町ぐるみの防犯・防災活動に力を入れている。メンバーは「何かの活動をして相手が微笑んでくれ

たときの喜びを実感すること」に成果と手ごたえを感じている。 

担い手       → 従来の町会＋ボランティア団体 

連携・活動のあり方 → ボランティア団体と町会・地区社協・区社協との連携 

 

 

Ｐ５ みんなの実家＠町屋   東京都荒川区  【実施主体 ボランティア団体】 

子育て中の母親が一息ついてリフレッシュ・リラックスできる「実家」のような安心できる場所を作ろう、とい

うことで、住宅街の２階建て一軒家を借り切った「実家」では、午前は子育て支援団体による「子どもと母親、高

齢者の交流」が行われ、午後は母と子の相談室、一時預かり、実家倶楽部（実家のようにくつろげる場所）といっ

た実家独自の取組みをしている。 

多様化するニーズ  → 子育て支援 

相談・交流の場   → 孤立化の予防・孤独感の解消、子育て拠点の確保 

 

 

Ｐ７ ふらっとステーション・ドリーム   横浜市戸塚区深谷町  【実施主体 ＮＰＯ法人】 

高齢化が進む戸塚区の大規模団地（ドリームハイツ）の福祉団体が福祉連絡会を立ち上げ、地域の誰もがふらっ

と気軽に立ち寄れる開放的なカフェの形で 空き店舗を交流の拠点とし、地域活動の拠点ともなっている。 

市民意識      → 助け合い意識や地域での一体感の醸成 

相談・交流の場   → 孤立化の予防・孤独感の解消 

 

 

Ｐ９ 独居高齢者の生活支援   茨城県つくば市  【実施主体 市・市シルバー人材センター】 

独居高齢者に電球取り替え、部屋の掃除など日常生活の援助を行う「高齢者家事援助サービス事業」を始めた。 

サービス内容は日常生活を送る上で、必要かつ介護保険サービス対象外のものとし、市がシルバー人材センター

に依頼する。市は利用希望者から申請を受け、助成券を配布。利用者は１回１５０円を負担し、年間５回を限度に

約１時間のサービスを受けることができる。 

制度の枠      → 介護保険サービス対象外のサービス提供 

多様化するニーズ  → 高齢者への簡単なボランティア 
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地域見守りサービスを開始します 

市と社会福祉協議会は、地域の一人暮らし高齢者の方たちが安心して暮らしてい

けるように地域見守りサービス（地域あんしんネットワーク事業）をはじめます。

（市町村と国とが協働で地域福祉の推進を図るため、国の選定を受けた全国 55 の

地域福祉推進市町村の１つとして取り組むモデル事業です。） 

地域見守りサービス（地域あんしんネットワーク事業）の概要 

 

１ 目的 

 三条市地域福祉計画に掲げる「だれもが安心して健やかに暮らせるまち」の実現

に向けて、地域住民等が相互に支え合う「共助」の仕組みを構築するための第一歩

として取り組みます。 

 

２ 内容 

 「共助」の核となる社会福祉協議会と連携し、一人暮らし高齢者等の方々に対す

る見守り支援と買い物支援等を行います（当面のモデルエリアとして「第三中学校

区」を設定します。）。 

 

３ 事業費等（今年度） 

  4,106 千円（補助率 10／10） 

 

４ 取組期間（国のモデル事業として） 

  3 年間（実施状況により、5年まで延長される場合もあります。） 

   

※詳しい内容は、別紙資料をご覧ください。 

担当：福祉課 福祉政策室 片野 
電話：０２５６－３４－５５１１（内線４７４）





平安町町会と平安町福祉賛助会

協働による具体的な活動について

協働の手応えと今後の展望
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●鶴見区平安町町会［神奈川県横浜市］

　横浜市鶴見区の最東端に位置し、川崎市に接する平安町
は、古くからの居住者と新規転入者の人口の割合がほぼ同
率という特徴をもっている。
　地域における住民同士のつながりや連携力の低下が指
摘されている現在、平安町でも同様な課題に直面しており、
この課題を克服するために、さまざまな地域活動を推進中
である。

　平安町町会では、「安心・安全なまちづくり」を基本方針と
し、町会員たちで構成されている8つの部会組織が、「福祉
厚生」をはじめとして、「防犯・防災」、「環境保健」、「交通安
全」、「青少年の健全育成」など多角的なテーマによる地域活
動を実践している。
　その中には、例えば、町内245灯の防犯灯を維持・管理す
るための「電灯部」の活動などもあり、幅広いプログラムが
充実している。
　そして、具体的活動の推進においては、従来の町会組織と
は別に、他の町や地域からの参加も含めたボランティア団
体で組織された「平安町福祉賛助会」（以下、「福祉賛助会」）
が設置されており、双方が柔軟な「協働」を図っている点が
特色となっている。
　平安町町会としては、テーマによっては「町」という限定さ
れた地域を超えて、より広範囲な福祉活動へとつなげてい
くことに、福祉賛助会との「協働」の意義と効果を見出してい
るのである。

　福祉賛助会の主
な役割は、平安町町
会と相互協力し、地
区社協、鶴見区社協
及び関係機関との
連携を図りつつ、地
域課題の全般にわ
たって効果的な活
動を展開すること
である。
　こうした目的の
達成のため、高齢者

支援、子育て支援、障害者支援、環境美化といったテーマご
とに組織されている福祉賛助会の各グループが、それぞれ
に主体的な地域活動を推進する傍らで、平安町町会との協
働に取り組んでいるのである。
　その中でも特に、「自分たちの町は、自分たちで守る」こと
を重視した防犯・防災活動に力を入れており、町ぐるみで対
策に乗り出している。
　防犯活動においては、町会の防犯部が、毎週定期パトロー
ルや年末特別警戒パトロール、防犯マップの製作などに取
り組んでいる。また、福祉賛助会のボランティア「平安町セ

キュリティーネットワーク」との協働により、小学生たちへの
下校時の声かけ・見守り活動や、小学校侵入不審者の警戒
訓練を実施するなど、犯罪のない安全な地域を実現するた
めに、防犯意識の高揚に努めている。

　また、防災活動においても、隣接している鶴見川の水害
を想定した年2回の防災訓練の実施や、ゴムボートなどの
備蓄品の充実、家庭防災員活動の充実を図っている。 また
その一方で、ボランティアグループの「鶴見区災害ボラン
ティアネットワーク」が、災害ボランティア・コーディネー
ターの養成や区内防災拠点の連絡などの役割を担ってい
るのである。

　こうした取り組みにかかわる町会や福祉賛助会のメン
バーたちは、「何かの活動をして、相手が微笑んでくれたとき
の喜びを実感する
こと」に、協働によ
る活動の成果と手
応えを感じつつ、今
後は、地域を取り巻
くさまざまな状況を
見極めながら、タイ
ムリーな活動を推
進してくことをめざ
している。
　そのためには、高
齢者や障害者の支援や、防犯・防災といった地域のセキュリ
ティーネットワークの構築などにおいて、迅速な情報収集を
図る意味でも、行政との協働体制を強化していくことが課題
となっている。
　また、社協やボランティア団体との協働においては、今後
とも綿密な連携を保ちながら、より地域に密着した活動を
積極的に推進していく考えである。
　さらに、災害時における要援助者への個別対応において
は、医師や看護師などとの個人的な連携が不可欠なため、
多くの人々を巻き込んだ協働体制の確立を標榜していく方
針である。
　平安町での多岐にわたる地域活動の推進力は、時には地
域の枠を超えた「仲間づくり」を核としながら、さまざまな団
体や個人による「協働」から生まれているのである。

町会とボランティア組織との町会とボランティア組織との
協働による地域福祉活動協働による地域福祉活動

町会とボランティア組織との
協働による地域福祉活動

ボランティア情報　平成 19年 8月1日発行　第三種郵便物認可

河西英彦さん
かさ い  ひでひこ

横浜市鶴見区平安町町会　平安町福祉賛助会　会長
鶴見区災害ボランティアネットワーク代表
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平安神社祭礼での子ども神輿

子育て支援活動の一つ「へいあんビデオシアター」

「ランチへいあん」による配食サービス「ランチへいあん」による配食サービス「ランチへいあん」による配食サービス

小学生たちへの「下校時声かけパトロール」



 

 

 

 

 

 

  

みんなの実家＠町屋は、幼稚園入園前の乳幼児を育てているママ達の「実家」の

ような存在でありたいと2007年に設立されました。町屋駅から程近い、閑静な住

宅街の中にたたずむ一軒家が、ママ達のオアシスです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おもちゃに囲まれて「まだ遊びたい

よう」 

 ここでは、日替わりでボランティアの方々
による様々な活動が行われています。 
 
その中のひとつが、木曜の午後に開催され
る「実家倶楽部」実家のようなリラックスし
た雰囲気の中、子どもを遊ばせたり、ちょっ
と休憩（仮眠）したり、おしゃべりを楽しん
だり…自由に楽しむことが出来ます。 
 
 中には、ボランティアスタッフとの会話
や、ママ同士の交流が楽しみで毎週通ってい
るという方も。 
 
実家倶楽部では、ちょっと夕食の買い物へ
とか、銀行へというような短い預かりもＯ
Ｋ。 
 
 近所に頼る方のいないママにとって、強い
味方といえる存在です。 
 
 その他にも、助産師による母と子の相談室
（予約制）や、まごっこクラブ・まちや子育
て交流館・おもちゃ図書館など荒川区社会福
祉協議会や民生委員児童委員協議会と共同
で行われている活動もあります。 
 
実家のお母さんに話すように、育児の悩みや
相談を気軽にできる「みんなの実家＠町屋」
皆さんも気軽に利用してみては？ 

 

▼発足年月日/H17 年 
▼対象者/在宅で子育てをする 0 才
～のお子さんをお持ちの方 
▼活動場所/みんなの実家＠町屋 
▼活動日・主な内容/ 

・まごっこクラブ/おもちゃ図書館
(第 1 月曜日 10:00～11:30) 
・まちや子育て交流館/おもちゃ図
書館(第 2 木曜日 10:00～11:30) 
・母と子の相談室(毎週月・水・金
の午後 予約制)母乳ケアなど、一
部有料 
・駅たま(毎週火曜日 14:30～16:30
予約制 ※月齢～１歳未満優先)
有料１回 500 円 
 

・実家倶楽部（毎週木曜日 13:00
～18:00 予約制 ※月齢～2 歳
程度）有料１回 500 円 
▼利用料/1 回 500 円 
▼代表者名/藤田房江 

 
 

スタッフ

の皆さん

実家が近い方も、遠い方もお子さんと一

緒に気軽に遊びに来てください♪   
 

【 東京都荒川区 】 実施主体 ボランティアサークル「35(産後)サポネットin荒川」 



 

 

 

 

０・１・２歳ぐらいまでの子育てをしている母親が、ひと息ついてリフレッシュ・リラックスできる「実家」

のような安心できる場所をつくろう、ということで2007年２月に開設されたのが「みんなの実家＠まちや」

です。 

閑静な住宅街の中にある木造２階建ての一軒家を借り切った“実家”では、午前中は、主に子育て支援団体

による活動が行われています。午後は「母と子の相談室」、「駅たま」、「実家倶楽部」といった“実家”

独自の取り組みを行っています。 

 

【午前】 

●まごっこクラブ／おもちゃ図書館（第１月曜日10:00～11:30＊無料） 

 高齢者と子どもをつなげる広場です。おもちゃで遊んだり、おもちゃの貸し出しもしています。荒 

川区認知症高齢者を支える家族の会・銀の杖と荒川区社会福祉協議会の取り組みです。 

 

●まちや子育て交流館／おもちゃ図書館（第２木曜日10:00～11:30＊無料） 

 子育て中の母親たちの交流の場です。おもちゃ図書館も開館しています。町屋地区民生委員児童委 

員協議会と荒川区社会福祉協議会の取り組みです。 

 

【午後】 

●母と子の相談室（予約制＊母乳ケアなどは有料）／月・水・金 

 乳児期の子どもをもつ母親から要望の多い「母乳ケア」を中心に行っています。母乳マッサージや 

 断乳のことなど、おっぱいに関する相談やケアに、助産師が応じています。 

 

●駅たま（予約制＊月齢～１歳未満優先＊有料１回500円）／火 14:30~16:30 

 一時預かり事業です。2006年度までムーブ町屋で行っていました。14時半から２時間、通院や美容 

 室、気分転換など母親が自分のしたいことができるように、ボランティアがその間子どもを預かってい

ます。一般的には生後６ヶ月からの預かり事業が多いのですが、こちらでは制限をしていません。子ど

も一人に対してボランティアが一人必ず付き添います。実家のお母さんに子どもを見守ってもらう感覚

での預かりです。 

 

●実家倶楽部（予約制＊月齢～2歳程度＊有料１回500円）／木 13:00~18:00 

子どもと母親がリラックスできる居場所として、ボランティアスタッフに気軽に相談したり、母親同士で

子どもを遊ばせながらのおしゃべり、ボランティアスタッフに子どもをみてもらっている間に睡眠など休

憩をとるなど、自分の実家のように安心してくつろいで過ごせる時間です。 

 

●お問い合わせ先 
・みんなの実家＠まちや 荒川区町屋2-7-5 電話03-3809-4035 
・荒川区社会福祉協議会 電話 03-3802-3338  

      
 

 

おもちゃに囲まれて「まだ遊びたいよう」



 

 
神奈川県横浜市戸塚区深谷町 

ふらっとステーション・ドリーム 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     

団地の中にあるカフェタイプの居場所。 

毎日オープンしているので好きなときに“ふらっと”行くことができる。子どもから高齢者まで、多くの住民

で賑わっている。 
 

運営団体 NPO法人ふらっとステーション・ドリーム 

開催日時 月～金曜日 10:00～17:00   土日祝 12:00～17:00 

利用料 ランチ400円、コーヒー200円、ケーキ200円 
 
 
 

 

2,300世帯のドリームハイツ周辺のエリアには、子育てや高齢者福祉など、12団体が存在。その中の3団体が

福祉連絡会を立ち上げ、居場所をつくった。当初2年間は、横浜市との協働事業「地域ぐるみ介護予防の仕組

みづくり」に取り組み展開。地域の誰もが気軽に立ち寄り、交流できるように毎日オープンし、賑わっている。

居場所活動の順調な発展と共に、地域の力が育ってきている。 

 

 

戸塚区の福祉保険計画策定委員会で開催した 30 数回の懇談会で、区民の希望として居場所が多かったこと。

また、地域でも必要性が濃かった。そして、エリア内の薬局が閉店し、ちょうど良い物件があったため。 

 

 

2005年10月 空き店舗家主と交渉 

2005年11月 契約リフォーム開始 

2005年12月 オープン 

 

 

ひと 

福祉連絡会の仲間と、慶応大学大江教授で運営委員会を立ち上げる。口コミでボランティアを募集。 

運営委員会月1回。ボランティア登録30人ほど、利用者40人ほど。 

 

もの 

エリア内の空き店舗ができ、家主に交渉する（これが意外と大変だった）。食器類は、自宅で眠っている高級

食器の寄附を募る（これが結構集まった）。調理器具も大型の鍋など、自宅に眠っている物が集まった。まず

は、声をかけてみましょう！ 

 



 

 

おかね 

連絡会の有志に長期借入金としてお願いし、650万円立ち上げ費用が集まった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 毎日ランチなどを提供するため、食品衛生法に基づく営業許可を取った。  
 地域の商店を大切にする。  
 戸塚区、横浜市からの情報をここで受け取れるようにしている。  
 毎日のプログラムにはないが、年間を通じて数回の「ふらっとコンサート」または、落語などを皆様で楽
しんでいただいている。  

 ランニングコストをクリアできるよう、資金を生み出す努力をした。例えば、店内の壁をギャラリーに。
また、50cmほどのボックスをつくり、市民の作品の展示販売を行っている。  

  
 

 

行政に初めからオンブしない。行政の支援は、単に資金を提供するだけではなく、顔の見える関係でいてほし

いと頼んでいます。 

自分たちができることだけを考える。背伸びしない。 

居場所での人のつながりの中で、小さな相談や課題が解決されています。 

 
 

    



 

 

 

◎独居高齢者の日常生活に援助＝茨城県つくば市 

 

 つくば市は、７５歳以上の一人暮らしの高齢者を対象に、日常生活の援助を行う「高

齢者家事援助サービス事業（すけっとくん）」を４月から始める。介護予防の観点から

高齢者らの負担を軽減し、安全に生活してもらうのが狙い。年間７００人の利用を見込

んでいる。 

 

 市は利用希望者から郵送か窓口で申請を受け、助成券を配布。利用者は１回１５０円

を負担し、年間５回を限度に約１時間のサービスを受けることができる。 

 

 サービス内容は日常生活を送る上で、必要かつ介護保険サービス対象外のものとす 

る。具体的には、電球交換や窓ふき、風呂掃除など。サービスは、市がシルバー人材セ

ンターに依頼する。 

 

 高齢福祉課は「電球交換など簡単な作業でも高齢者にとっては常にけがの危険が伴 

う。実際に骨折をされた方もいるので、安心して暮らせるようにお手伝いができたらい 

い」としている。 

 



◎分別したごみは，３袋（１袋４０Ｌ）までとし，玄関まで搬出しておいてください。

《問い合わせ先》

（社）つくば市シルバー人材センター

電話 ： ８５７－８０２０

FAX ： ８５７－８０１０

◎上記の作業内容表以外でも，日常生活に関する軽易な仕事であれば，ご相談に応じます。

ひとり暮らし，高齢者世帯の方々が日常生活を送る上で，自ら行うことが困難な作業を手助けしま
す。（ただし，実施できる内容は作業内容表のいずれかになります。）

【作業内容表】

複合型（作業員：１名） 時間 自己負担額 助成券必要枚数

・電球の取り替え（特殊なものを除く） 概ね1時間内 150円 1枚

・部屋の掃除（30坪程度）

・花・植木の水やり

・お話相手

・ガラス拭き

・風呂掃除（標準タイプ）

複合型（作業員：2名） 時間 自己負担額 助成券必要枚数

・家具や電気器具などの移動や清掃 概ね１時間内 300円 2枚

（150円×2名）

複合型（作業員：2名） 回数 自己負担額 助成券必要枚数

・資源ゴミの回収 ２回 150円 １枚

・燃えるごみ燃えないごみの回収

●南地区（茎崎・谷田部・豊里）

毎月第１・３ 火曜日

（つ く ば 市 高 齢 者 日 常 生 活 支 援 事 業）

※つくば市で助成券１枚あたり，1,206円助成しています。

◎サービスを利用される際は，ご希望の５日前までにセンターに連絡して日程調整を行ってください。

毎月第２・４ 木曜日

●北地区（桜・大穂・筑波）




